
■資金収支計算書の概要

2021（令和3）年度の法人全体の収入の部合計額は、3560.4百万円となりました。これは、予算と比較すると74.4百万円減少しています。

主な要因は、大学の入学者数が予想より少なかったことにより授業料前受金収入が31.4百万円減少したこと、

補助金収入が23.6百万円減少したことによるものです。

法人全体の翌年度繰越支払資金は1471.1百万円と、前年度繰越支払資金1568.6百万円と比較すると、97.5百万円減少しています。

（単位　円）

科　　　目

学生生徒等納付金収入 1,364,518,000 1,379,432,706 14,914,706△       

手数料収入 12,800,000 11,034,500 1,765,500

寄付金収入 5,000,000 5,104,000 104,000△          

補助金収入 360,000,000 336,398,690 23,601,310

国庫補助金収入 258,700,000 236,804,300 21,895,700

県費運営費補助金収入 98,500,000 93,952,000 4,548,000

県費特別就学補助金収入 600,000 756,600 156,600△          

県費その他の補助金収入 1,000,000 3,766,000 2,766,000△        

市費補助金収入 1,200,000 1,119,790 80,210

資産売却収入 35,000,000 35,000,000 0

付随事業・収益事業収入 14,938,000 13,130,910 1,807,090

受取利息・配当金収入 6,000,000 4,146,075 1,853,925

雑収入 20,225,000 27,456,398 7,231,398△        

借入金等収入 0 0 0

前受金収入 186,000,000 135,865,250 50,134,750

その他の収入 232,435,000 241,519,443 9,084,443△        

資金収入調整勘定 170,754,000△      197,306,275△      26,552,275

前年度繰越支払資金 1,568,618,000 1,568,618,932

収入の部合計 3,634,780,000 3,560,400,629 74,379,371

科　　　目

人件費支出 713,017,000 755,227,776 42,210,776△       )

教育研究経費支出 485,228,000 416,839,077 68,388,923 )

管理経費支出 275,006,000 269,338,018 5,667,982 )

借入金等利息支出 4,550,000 4,549,303 697 )

借入金等返済支出 120,000,000 119,500,000 500,000 )

施設関係支出 249,700,000 275,424,989 25,724,989△       )

設備関係支出 30,664,000 93,051,605 62,387,605△       )

資産運用支出 129,700,000 129,592,295 107,705 )

その他の支出 190,497,000 169,048,138 21,448,862 )
0

〔予備費〕 30,000,000 30,000,000

資金支出調整勘定 54,421,000△       143,296,997△      88,875,997 )

翌年度繰越支払資金 1,460,839,000 1,471,126,425 10,287,425△       )

支出の部合計 3,634,780,000 3,560,400,629 74,379,371

予　　　算 決　　　算 差　　　異
　　支出の部

資金収支計算書
2021(令和 3)年 4月 1日　から
2022(令和 4)年 3月31日　まで

　　収入の部
予　　　算 決　　　算 差　　　異

翌年度に入学予定の学

生・生徒・園児から受入

れる授業料や入学金です。

収入として計上

したが未収と

なっているもの

や、前受金収入

として前年度ま

でに既に受入れ

ている収入を差

し引くことによ

り、資金の収入

額を調整するた

めのものです。

土地、建物、構築物等を取

得するための支出です。

教育研究用の

機器備品、そ

の他の機器備

品、図書等を

取得するため

の支出です。

支出として計上した

が未払となっている

ものや、前払金支払

支出として前年度ま

でに支払っている経

費を差し引くことに

より、資金の支出額

を調整するためのも

のです。


